
脱原発の取り組みを力強く訴えました

組合員数
2026年3月の

943173

2026年3月に
組合員の利用によってたまったのは

互恵のためのアジア民衆基金

473,101円
2009年4月からの累計は115,656,294円

（3/20現在）
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ＧＭＯフリーゾーン運動

20周年記念アジア大会

東日本大震災十五年後集会

2・3

ＧＲＥＥＮ ＣＯ-ＯＰ ＭＩＬＫ vol.6　

びん牛乳学習会

上西 一弘さん講演会

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、（
一
社
）
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
で
ん
き
の
事
業
を
進
め
る
中
で
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
の
費
用
な
ど
が
託
送
料
金
に
含

ま
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
の
違
法
性
や
責

任
を
問
う
た
め
、
国
を
相
手
に
「
託
送
料
金
訴
訟
」

を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

３
月
７
日
、「
と
め
よ
う
原
発
３
．７
全
国
集
会

（
以
下
、
全
国
集
会
）」
が
東
京
の
代
々
木
公
園
で

開
催
さ
れ
、
約
8,
5
0
0
人
が
集
い
ま
し
た
。
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
か
ら
は
組
合
員
9
人
が
参
加
し
、

「
託
送
料
金
訴
訟
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
原
発
の
な

い
社
会
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

グリーンコープのイチオシ！

　 生本わさび（静岡県産本わさび使用）

　 生おろししょうが（国産しょうが使用）

託
送
料
金
の
問
題
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

全
国
集
会
で
は
、
原
発
に
反

対
す
る
各
団
体
の
参
加
者
が
、

ス
テ
ー
ジ
や
出
店
ブ
ー
ス
で
脱

原
発
を
訴
え
ま
し
た
。
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
組
合
員
も
、
脱
原

発
運
動
の
一
つ
と
し
て
「
託
送

料
金
訴
訟
」
を
起
こ
し
た
こ
と

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

裁
判
を
起
こ
し
た
経
緯
や
争
点

に
つ
い
て
ス
テ
ー
ジ
で
力
強
く

訴
え
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
生
活
者
の
視
点

で
思
い
を
伝
え
る
組
合
員
の
言

葉
に
大
き
く
う
な
ず
い
た
り
、

熱
心
に
聞
き
入
る
人
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
集
会
の
場
で
「
託
送
料

金
訴
訟
」
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

本来東京電力が支払うべき福島第一原発事
故の「賠償負担金」と、それぞれの原子力発電
事業者が支払うべき「廃炉円滑化負担金」を、
小売電気事業者が支払う託送料金（電気の送配
電に使う電線使用料）に上乗せすることを、国
会での審議を経ずに経済産業省令で施行したこ
とについて、認可の取り消しを求めた裁判。
2020年10月15日、（一社）グリーンコープで
んきが国を相手に裁判を起こし、現在最高裁に
上告中（2026年４月21日現在）。

脱原発の全国集会で　
託送料金訴訟について
　　アピールしました

▲集会後は横断幕を手にデモ行進を行い、
街行く人に脱原発を訴えました。

▲全国集会に参加した組合員。

福島第一原発事故をきっかけに、2011
年より全国の脱原発を目指す団体が、脱
原発を訴える集会を毎年開催。グリーン
コープは、2011年から参加し、全国の
団体とともに脱原発を訴えている。

フクシマ原発事故から15年
とめよう原発3.7全国集会

商品に何か問題があった場合、事業者は
商品を回収したり、被害を受けた人に賠償
を行います。そして、責任が取れないもの
を売ることは決して許されません。しかし、
電気事業だけはそれが許されています。
グリーンコープは、脱原発運動の一つの
到達点として、原発に頼らない電気事業を

始めました。電気のことを調べている中で、電気料金、とりわ
け託送料金のおかしい部分に気がつきました。そこで組合員が
検討を重ね、おかしいことにはおかしいと声を上げていこうと、
「託送料金訴訟」に取り組んできました。
おかしいということをわかりやすく意見書にまとめて届けて
いるのですが、裁判では見向きもされません。私たちの思いが
なぜ通じないのだろう。そういう気持ちで裁判を闘ってきまし
た。
子どもたちの未来のために、安心して暮らせる社会をあきら
めるわけにはいきません。誰かが変えてくれるのを待つのでは
なく、私たち一人ひとりが声を上げ、つながり、子どもたちの
未来のため頑張っていきます。

東京電力福島第一原発事故後、グリーン
コープはこれまで以上に脱原発社会を実
現していこうという思いを強くしました。
（一社）グリーンコープでんきを設立し、
組合員からの出資金をもとに、自然エネル
ギーによる発電所づくりや原発フリーの電
気の小売事業を行っています。新電力事業

者が電気を届けるためには、大手電力会社の送配電網を利用し
なければならず、そのための費用である託送料金を支払って
います。その託送料金に、送配電事業とは全く関係ない福島
第一原発事故の費用などを上乗せすることが、国会での審議
を通さずに経済産業省令で決められました。
グリーンコープは国を相手に訴訟を起こし、この問題を広く
社会に訴えることにしました。しかし、一審も控訴審も、私た
ちの訴えは退けられました。このままでは、これからも原発推
進の費用が国民から徴収され続けます。
子どもたちの未来を守るためにも、原発はなくしていかなけ
ればなりません。託送料金問題は私たち一人ひとりの問題です。
もっと多くの方々にこの問題を知ってほしいと願っています。

子どもたちの未来のために
　　　　脱原発をすすめていきます

託送料金の問題は
　　　私たち一人ひとりの問題です

グリーンコープ共同体 組織委員会

委員長（当時）　上川畑 由美さん
グリーンコープ生協さが

理事長　永田 知子さん

グリーンコープの託送料金訴訟とは

集会開催前に「託送料金訴訟」についてのリーフレット
を会場周辺で配り、集会への参加を呼びかけました。

▶
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GMOフリーゾーン登録状況報告
（2026年2月15日現在）

全国の登録農地は5,097.2ha
増え、112,841.7haに拡大。
牧場、森林、海もそれぞれ追加
登録があった。ＧＭＯフリー
ゾーンを宣言した農家を応援す
る個人サポーターは2,132人増
えて31,505人、事業者が10
社増えて213社となった。

全国に広がる
ＧＭＯフリーゾーン

集計：遺伝子組み換え食品いらない！キャンペーン

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
食
の
安
全
を
脅
か
し
生
物

多
様
性
を
破
壊
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
（
以
下
、

Ｇ
Ｍ
Ｏ
）
に
反
対
し
、
日
本
の
農
業
や
生
物
多
様
性

を
守
る
た
め
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
栽
培
し
な
い
地
域
を
全
国

に
広
げ
る
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
の
仲
間
と
共
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
「
Ｇ
Ｍ

Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
全
国
交
流
集
会
」
は
、
今
年

で
20
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は「
ア
ジ
ア
大
会
」

と
称
し
、
海
外
で
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
会
場
で
の
各
団
体
の
活
動
報
告
の

ほ
か
、
現
地
参
加
で
き
な
か
っ
た
海
外
の
仲
間
か
ら

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
互
い

の
取
り
組
み
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

２０２６年３月７日・８日（東京）
主　催：ＧＭＯフリーゾーン運動

20周年記念アジア大会
実行委員会

参加者：3月7日 205人
3月8日 132人

（グリーンコープからの会場参加12人）

Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
運
動
20
周
年
記
念
ア
ジ
ア
大
会

遺
伝
子
操
作
の
な
い
世
界
を

　
　
　
　
　
　
実
現
す
る
た
め
に

　

開
会
の
挨
拶
で
は
、
大
会

実
行
委
員
長
の
原
野
好
正
さ

ん
（
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
が
、「
遺
伝
子
組
み
換

え
食
品
が
世
界
で
流
通
す
る

よ
う
に
な
っ
て
30
年
以
上
経

過
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
Ｇ

Ｍ
Ｏ
の
商
業
栽
培
は
行
わ
れ

て
い
な
い
一
方
、
最
近
は
ゲ

ノ
ム
編
集
食
品
な
ど
の
新
し

い
形
の
遺
伝
子
操
作
食
品
の

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
２
０
２
５

年
度
も
、
組
合
員
に
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ

ー
ゾ
ー
ン
宣
言
や
サ
ポ
ー
ト
宣
言

の
登
録
を
呼
び
か
け
、
生
産
者
や

メ
ー
カ
ー
に
も
、
宣
言
や
農
地
の

登
録
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
フ
リ

ー
ゾ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
に
１
１
５

９
人
の
宣
言
が
あ
り
、農
地
２
３
９
．

１
６
ha
、森
林
１
５
２
．4
5
ha
、牧

場
８
．５
ha
、海
５
０
０
ha
の
登
録

が
あ
り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も

と
は
、
要
望
内
容
「
遺
伝
子
組
み

換
え
ナ
タ
ネ
及
び
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
の
定
期
的
な
監
視
、調
査
、飛
散
、

流
出
防
止
の
為
の
指
導
」
と
「
オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
へ
の
取
り
組

み
」
の
２
点
の
署
名
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
１
８
３
６
６
筆

を
県
知
事
や
県
内
自
治
体
の
14
首

長
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
お

か
は
、Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
関
す
る
取
り
組

み
報
告
の
た
め
、
福
岡
県
庁
を
訪

問
。
２
０
０
５
年
か
ら
継
続
し
て

い
る
自
生
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
の
抜
き
取

り
調
査
や
検
査
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
、
県
内
の
状
況
や
課
題
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
こ
れ
か
ら

も
「
Ｇ
Ｍ
食
品
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
は
食
べ
た
く
な
い
」
と
い
う
組

合
員
の
思
い
や
「
選
択
で
き
る
食

品
表
示
を
求
め
る
」
意
思
を
取
り

組
み
で
伝
え
続
け
、
全
国
の
仲
間

と
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

Ｇ
Ｍ
米
や
Ｇ
Ｍ
小
麦
に
反
対
す
る
運
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
２
０
０
４
年
に
Ｇ
Ｍ
小
麦
の
商

業
栽
培
開
始
を
阻
止
す
る
た
め
、「
日
本
の
消
費

者
は
Ｇ
Ｍ
小
麦
に
反
対
す
る
」
と
い
う
署
名
を

集
め
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
を
訪
れ
、
州
政
府

な
ど
に
手
渡
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、Ｇ
Ｍ
小

麦
の
認
可
申
請
は
取
り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｍ
米
問
題
で
は
、
ア
ジ
ア
の
市
民
団
体
と

連
携
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
７
年
の
「
ア
ジ
ア
米

市
民
行
動
週
間
」
に
は
、
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ

ン
な
ど
ア
ジ
ア
12
ヵ
国
の
仲
間
と
「
Ｇ
Ｍ
米
は

い
ら
な
い
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
今
回
の
ア

ジ
ア
大
会
に
招
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｇ
主
催
の
Ｇ
Ｍ
米
反
対
戦
略
会
議
に
も
参

加
し
ま
し
た
。
食
料
支
配
を
目
論
む
多
国
籍
企

業
か
ら
大
切
な
食
べ
も
の
を
守
る
た
め
、
こ
れ

か
ら
も
声
を
上
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

開
発
や
市
場
で
の
流
通
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
危

機
感
を
訴
え
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
の
後
、
参
加
団

体
に
よ
る
遺
伝
子
操
作
を
め

ぐ
る
現
状
や
課
題
の
報
告
が

あ
り
、
各
団
体
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
共
有
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
団
体
か
ら
の
動
画
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
、
国
同
士
が
連

帯
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
日
間
に
わ
た
っ

た
参
加
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー
の
世
界
を

目
指
し
て
」「
Ｇ
Ｍ
米
・
Ｇ
Ｍ

小
麦
な
ど
、
主
食
の
Ｇ
Ｍ
化

に
ど
う
対
抗
し
て
い
く
か
」

を
テ
ー
マ
に
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
の
実
現
の
た
め
に
、

地
域
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

各
団
体
が
連
携
し
て
Ｇ
Ｍ
Ｏ

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
を
さ
ら
に
拡

大
さ
せ
て
い
こ
う
、
そ
し
て

遺
伝
子
操
作
に
よ
る
食
品
を

「
作
ら
せ
な
い
」「
流
通
さ
せ

な
い
」「
食
べ
な
い
」
を
ア

ジ
ア
か
ら
世
界
中
へ
広
げ
て

い
こ
う
と
、
参
加
者
は
思
い

を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

行
政
と
共
に
Ｇ
Ｍ
ナ
タ
ネ
自
生
調
査
を
進
め
て
い
ま
す

海
外
と
連
携
し
て
声
を
上
げ
続
け
よ
う

グリーン
コープ

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
お
お
さ
か

理
事
長
（
当
時
）　

篠
原 

佳
奈
子
さ
ん

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
単
一
栽
培
や
大

量
の
農
薬
、
化
学
肥
料
の
使
用
に

よ
る
工
業
的
農
業
が
主
流
で
、
農

民
の
10
人
に
７
人
が
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
ま
す
。
輸
出
で

収
益
を
上
げ
ら
れ
て
も
、
長
期
的

に
は
地
域
や
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
民

が
分
か
ち
合
っ
て
き
た
種
子
は
企

業
に
奪
わ
れ
、
３
７
０
０
万
人
以

上
の
農
民
が
食
料
を
十
分
に
確
保

で
き
な
い
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
世
界
で
初
め

て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス
の
商
業

栽
培
を
承
認
し
た
国
で
す
。
私

た
ち
は
、栽
培
を
阻
止
す
る
た
め
、

生
産
者
や
消
費
者
な
ど
約
４
０

０
人
が
抜
き
取
り
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ス

と
Ｂ
ｔ
ナ
ス
の
商
業
栽
培
の
停

止
を
要
求
す
る
裁
判
で
は
、
私

た
ち
は
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
汚
染

を
封
じ
込
め
る
こ
と
は
不
可
能
。

時
間
が
経
つ
ほ
ど
汚
染
が
広
が

る
」
と
主
張
し
、
裁
判
所
は
「
栽

培
停
止
」
と
い
う
判
断
を
し
ま

し
た
。
生
産
者
と
消
費
者
が
連

帯
し
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
に

「
Ｎ
Ｏ
」
と
言
い
続
け
る
こ
と
が

大
切
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｇ

（
農
村
開
発
の
た
め
の
農
民
と
科
学
者
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

　
　
　
　
　 

カ
イ
ル
・
バ
ー
バ
ー
さ
ん

台
湾
無
基
改
推
進
連
盟

チ
ェ
ン
・
ジ
ュ
ウ
ェ
イ
さ
ん

Ｇ
Ｍ
Ｏ
反
対
全
国
行
動

共
同
代
表

イ
・
セ
ウ
さ
ん

日本
消費者連盟

日
本
消
費
者
連
盟

事
務
局
長

纐
纈 

美
千
世
さ
ん

日
本
に
お
け
る
遺
伝
子
操
作
食
品
の
現
状

基調
報告

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

共
同
代
表

　
　
　
　
　
天
笠 

啓
祐
さ
ん

不
安
や
問
題
の
多
い

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

　

現
在
、
日
本
で
流
通
す
る

Ｇ
Ｍ
Ｏ
は
、
ナ
タ
ネ
、
大
豆
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
綿
の
４
作

物
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
加
工

品
と
し
て
、
高
い
割
合
で
食

卓
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
日
本
で
Ｇ
Ｍ
Ｏ
を
原

料
と
す
る
食
品
で
表
示
義
務

が
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
一
番
多
く
作
ら
れ
て
い

る
食
用
油
も
、
表
示
義
務
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
問
題
点
の
一
つ

に
、
自
然
界
に
存
在
し
な
い

生
物
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ

る
、
環
境
や
生
物
多
様
性
へ

の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
二
点

目
は
食
の
安
全
性
の
問
題
。

人
間
は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
や
ゲ
ノ
ム
編

集
食
品
な
ど
の
遺
伝
子
操
作

食
品
を
、
こ
れ
ま
で
食
べ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
で

は
、
様
々
な
疾
患
と
の
関
連

を
示
す
動
物
実
験
例
が
あ
り

ま
す
。
三
点
目
と
し
て
、Ｇ

Ｍ
Ｏ
は
大
企
業
が
特
許
を
取

得
し
て
い
る
た
め
、
一
部
の

企
業
に
種
子
が
独
占
さ
れ
る

と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

日
本
市
場
で
密
か
に
広
が
る

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

　

今
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が

進
ん
で
い
ま
す
。
遺
伝
子
組

み
換
え
は
目
的
と
す
る
別
の

生
物
の
遺
伝
子
を
入
れ
る
の

に
対
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
目

的
の
遺
伝
子
を
壊
す
た
め
の

遺
伝
子
を
入
れ
る
技
術
で
す
。

導
入
す
る
遺
伝
子
に
違
い
が

あ
る
だ
け
で
、
遺
伝
子
を
操

作
す
る
と
い
う
基
本
は
同
じ

で
す
。
し
か
し
、
国
の
対
応

と
い
う
点
で
は
、
こ
の
二
つ

に
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。Ｇ
Ｍ
食
品
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
環
境
影
響
評
価
や

食
品
と
し
て
の
安
全
審
査
、

食
品
表
示
制
度
に
よ
り
厳
し

く
規
制
さ
れ
て
い
る
た
め
ほ

と
ん
ど
流
通
せ
ず
、
世
界
的

な
流
通
の
歯
止
め
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
に
対
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
も
規
制
し
な
い
動

き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
真
っ
先
に
規
制
し
な
い

と
し
た
日
本
の
影
響
が
大
き

い
と
思
い
ま
す
。
い
ま
や
日

本
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の

先
進
国
と
な
り
、
す
で
に
市

場
に
も
流
通
し
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
は
表
示

義
務
が
な
い
の
で
見
分
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
私
た
ち
消

費
者
は
食
べ
た
く
な
く
て
も
、

避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

活
発
化
す
る

主
食
の
遺
伝
子
操
作

　

そ
し
て
現
在
、
稲
と
小
麦

の
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
新
品

種
が
、
世
界
中
で
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
稲
作
の
企
業
化
、

大
規
模
化
、
ハ
イ
テ
ク
化
が

進
む
日
本
で
は
、
効
率
よ
く

栽
培
す
る
た
め
の
新
品
種
が

遺
伝
子
操
作
で
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

ま
た
、
日
本
が
小
麦
の
大

半
を
依
存
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
遺
伝
子

操
作
小
麦
の
開
発
が
活
発
で
、

日
本
市
場
へ
の
流
入
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

新
品
種
の
開
発
は
知
的
財

産
戦
略
の
一
つ
で
、
種
子
を

制
す
る
も
の
が
食
料
を
制
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
品
種
開
発
の
最
前
線
に
遺

伝
子
操
作
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
の
食
べ
も
の
は
、
多
国

籍
企
業
を
中
心
と
す
る
世
界

戦
略
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る

の
で
す
。

市
民
の
声
で

遺
伝
子
操
作
食
品
を
止
め
よ
う

　

日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
開
発
し
た
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
の
中
に
、
異
常
に
太
っ
た

ト
ラ
フ
グ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
ト
ラ
フ
グ
は
、
養
殖
場
の

あ
る
自
治
体
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
に
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
市
民

は
、
団
体
を
立
ち
上
げ
、
返

礼
品
の
取
り
下
げ
と
、
陸
上

養
殖
の
中
止
を
求
め
て
署
名

活
動
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

全
国
に
広
が
り
、
返
礼
品
へ

の
採
用
は
取
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。
他
に
も
、
ゲ
ノ
ム
編

集
ト
マ
ト
の
苗
を
小
学
校
や

福
祉
施
設
に
配
布
す
る
計
画

を
、
私
た
ち
市
民
の
働
き
か

け
で
中
止
に
追
い
込
み
ま
し

た
。
さ
ら
に
現
在
は
、
地
方

議
会
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の

表
示
を
求
め
、
地
方
か
ら
政

府
や
国
会
に
届
け
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
い

く
つ
か
の
地
方
議
会
で
決
議

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

遺
伝
子
操
作
食
品
の
な
い

世
界
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

「家族や子どもたちのことが心配
だ」という女性の農民の発言が裁
判所の判断に大きく影響した。

　

台
湾
で
は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
商

業
栽
培
は
一
切
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
１
６
９

の
Ｇ
Ｍ
食
品
原
料
の
輸
入

が
許
可
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
つ
い
て
は
、

台
湾
の
消
費
者
に
は
あ
ま

り
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、

遺
伝
子
組
み
換
え
よ
り
高

度
な
技
術
を
使
っ
た
新
し

い
品
種
と
い
う
程
度
の
認

識
で
す
。

　

私
た
ち
は
２
０
０
８
年

よ
り
、
遺
伝
子
操
作
に
よ

る
リ
ス
ク
に
関
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
発
行
や
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上

映
な
ど
、
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学

校
給
食
で
の
Ｇ
Ｍ
食
品
の

使
用
禁
止
を
要
望
し
、
２

０
１
４
年
の
地
方
選
挙
の

候
補
者
に
賛
同
を
求
め
る

運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
運

動
に
多
く
の
候
補
者
が
支

持
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
５
年
末

に
は
法
律
が
改
正
さ
れ
、

学
校
給
食
に
お
け
る
Ｇ

Ｍ
食
材
の
使
用
禁
止
が

明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
韓
国
の
農
村
で

は
、
農
業
は
や
れ
ば
や
る

ほ
ど
損
を
す
る
と
い
う
敗

北
意
識
が
農
民
に
蔓
延
し

て
い
ま
す
。
米
は
ほ
ぼ
国

内
で
自
給
で
き
て
い
ま
す

が
、
政
府
は
米
農
家
を
減

ら
そ
う
と
、
転
作
支
援
や

太
陽
光
発
電
設
置
の
た
め

の
農
地
転
用
を
進
め
て
い

ま
す
。Ｇ
Ｍ
Ｏ
の
栽
培
は

法
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
研
究
は
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
反
対
全
国
行

動
」
で
は
、
試
験
栽
培
予

定
地
の
前
で
２
０
０
日
以

上
抗
議
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
政
府
は
Ｇ
Ｍ

米
の
開
発
事
業
団
を
解
体
、

無
許
可
で
の
Ｇ
Ｍ
米
の
開

発
・
栽
培
を
禁
止
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
20
万

人
以
上
の
署
名
を
集
め
、

Ｇ
Ｍ
食
品
の
完
全
表
示
の

実
現
を
訴
え
続
け
ま
し

た
。
結
果
、
完
全
表
示

が
法
制
化
、
施
行
さ
れ

る
こ
と
が
正
式
に
決
ま

り
、
今
年
11
月
か
ら
は

醤
油
類
、
来
年
中
に
は

食
用
油
や
糖
類
へ
の
表

示
も
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。

韓国

台湾

フィリピン

ＧＭＯフリーゾーン運動20周年記念アジア大会
大会宣言「ＧＭＯのない世界に向けて（一部抜粋）」

　「聴く」は「きく」。
　さて「聴す」は何と読むでしょう？答えは「ゆるす」。
先日、講演会でこの話を聞き、「はっ」としました。
「聴いて、ゆるす」相手の言葉や存在を、良いも悪
いもひっくるめて受け止め、尊重する。とても深く
て、いい言葉。
　思えば、息子の話を聞いたことで、かえって腹を
立てて言い返すことも多かったかも。「相手の言葉
を尊重しよう」「まずは受け止めよう」と心に決め
ました。…が、現実はそう甘くありません。「聴す」
を胸に息子の話を聴いているつもりでも、内容次
第で眉間にシワ。息子からは「大丈夫？顔が鬼瓦や
で」と即ツッコミ。それでもいい。「母も人間だも
の」。感情は顔に出ても、心は閉じないでいたい。
　思春期息子と鬼瓦母さん、今日も「聴す（ゆる
す）」修行中です。

田内 理恵

グリーンコープ生協ひょうご
理事長

各国の団体が通訳を介し、自国のＧＭＯに関する現状や取り組みを報告しました。

こ
う  

け
つ

※

日
本
の
団
体
か
ら
の
報
告

各
国
の
取
り
組
み
報
告

Ｇ
Ｍ
食
品
の
完
全
表
示
を
実
現

子
ど
も
た
ち
の
食
を
守
る
学
校
給
食
を
有
機
化

生
産
者
と
消
費
者
の
連
帯
が
与
え
た
大
き
な
影
響

※

１

※

２
現
在
世
界
で
公
式
に
栽
培
が
進
め

ら
れ
て
い
る
唯
一
の
Ｇ
Ｍ
米
。

害
虫
が
食
べ
る
と
死
に
至
る
殺
虫

性
ナ
ス
。

※

１

※

２

消
費
者
運
動
団
体
。
食
の
安
全
、
環
境
問
題
な
ど
、
消
費
者
の
「
い

の
ち
と
健
康
」
を
守
る
観
点
で
草
の
根
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

農
家
や
科
学
者
、
市
民
団
体
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

Ｇ
Ｍ
食
品
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
の
向
上
、
表
示
制
度
の
改
善
な
ど
に
取
り

組
む
市
民
団
体
。

市
民
・
農
民
・
生
協
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
団
体
。Ｇ
Ｍ
食
品
表
示
制
度
の
改

善
や
Ｇ
Ｍ
作
物
商
用
化
中
止
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

↘

↖

※

遺
伝
子
組
み
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
編
集

　本日、私たちは遺伝子操作食品のない世界を目指して、
アジアでこの問題に取り組む市民の方 と々話し合い、一緒
に取り組むことを決定しました。 
　これまで遺伝子組み換え食品は、世界中の市民が反対
したことで、行き詰まってきました。しかし、それに代わって
登場したゲノム編集食品の開発が、いま活発化しています。
その先頭に立っているのが、日本の企業であり研究者です。
　本日、私たちは、アジアの仲間とともに強い思いを込め
て発信します。国内はもとより世界の人 と々ともに、遺伝子
操作食品を拒否し、GMOフリーゾーンを拡大していきます。 
GMO フリーゾーンの輪を広げることで、地域の農と食文化
を守り、国内はもとより、アジアで、世界で取り組んでいる
人たちとともに、食の安全と環境を守ります。

２０２６年３月７日
大会参加者一同　

GM反対運動は、多くの人々の力によって
長年継続されてきました。

政府に対し、ズッキーニのＧＭＯ汚染
事故による農家への補償を訴えた。

ＧＭＯフリーゾーンについて知らせ
るため、２０１１年に統一の識別看
板を導入した。

写
真
出
典
：

h
ttp
s://gm

o
.agro

n
.

n
tu
.ed
u
.tw
/
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原発のない未来をつくろう

組合員の出資金で原発フリーの電気をつくります

（一社）グリーンコープでんき

グリーンコープ・グリーン電力出資金
10,675人　1,091,511,000円 （2026年3月27日現在）

ひろがれ!私たちの発電所

「原発の電気ではなく、自然エネルギーでつくった電気を使いたい」
という願いを、私たちの力で実現させましょう。

2026年2月の売電量

26,324kWh
定格出力376ｋＷｈ（110世帯相当）

グリーン未来ソーラー
42,174kWh

定格出力795ｋＷｈ（232世帯相当）

※オンサイトＰＰＡ太陽光発電所

130,864kWh
定格出力1,550ｋＷｈ（453世帯相当）

深年太陽光発電所

109,887kWh
定格出力1,260ｋＷｈ（368世帯相当）

平池水上太陽光発電所

72,920kWh
定格出力1,057ｋＷｈ（309世帯相当）

神在太陽光発電所

6,897kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

広島物流センター太陽光発電所

6,771kWh
定格出力54ｋＷｈ（16世帯相当）

グリーンコープやまぐち生協
西部地域本部太陽光発電所

3,085kWh
定格出力47ｋＷｈ（14世帯相当）

若宮物流センター太陽光発電所

※グリーンコープ関連の事業所屋根上に設置した太陽光発電設備で発電した電気を、送配電網を
通さずに直接その施設で利用しています。

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
東
日
本
大
震
災
発
災
後
直
ち
に

被
災
地
に
駆
け
つ
け
、
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。
以
降
、

今
日
ま
で
被
災
地
域
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
状
況
に
応
じ

た
物
心
両
面
で
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

15
年
の
年
月
が
経
っ
て
も
、
被
災
地
で
は
未
だ
に
元
の

生
活
を
取
り
戻
せ
な
い
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
国
は
、

２
０
２
１
年
３
月
末
ま
で
と
し
て
い
た
復
興
庁
の
設
置
期

間
を
10
年
延
長
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、被
災
地
の
復
興
・

再
生
に
さ
ら
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

２
月
27
日
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
は
、
東
日
本
大

震
災
十
五
年
後
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
震
災
に
よ
っ
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
現

状
や
支
援
活
動
の
様
子
を
共
有
し
、
今
後
も
被
災
地
と
と

も
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

No.213

グリーンコープの残留放射能検査について

グリーンコープ共同体組織委員会

　「私はね、もう年寄りだから影響も少ないし、生産
者を支えるために放射能が検出されても注文するけれ
ど、若いあなたたちは、家族のために毎月の検査結
果をしっかり見て安全なものを選ぶのよ」。残留放射
能検査結果を見るたびに、おばあちゃんのこの言葉
を思い出す。
　グリーンコープはチョルノービリ原発事故後、日本
でも高レベルの放射能が検出されたのを機に「組合
員が判断できるように」と、国の基準よりもはるかに
厳しい１０Bｑ／ｋgをアクションレベルとして放射能
測定を始めた。３.１１を受けて、より高精度なゲルマ
ニウム半導体検出器で測定し、その結果を公開して
いる。
　放射性物質は一旦身体に取り込むと排出されにくく、
体内で放射線を出し続ける。安全な閾値がないから
こそ、放射能検査という生命を守る取り組みがおば
あちゃんの言葉と重なり合う。
※判断を下すための基準点や限界値

2026年２月１日から３月31日に488品目の検査をしま
した。以下の商品からグリーンコープのアクション基準
(10ベクレル/kg)以下の残留放射能が検出されました。
「原木椎茸（阿蘇熊本産）（乾物）」「国内産冬菇椎茸（ど
んこ）（乾物）」は、食用に供する状態である水戻しでも
検査をし、検出されませんでした。
※厚生労働省の「食品中の放射性物質に係る基準値の設定」に準ずる

最新の放射能検査結果は、ホームページ「放射能検査の
取り組み」でご覧ください。
https://www.greencoop.or.jp/radiation/

※

商品名 検出結果（ベクレル／㎏）

原木椎茸（阿蘇熊本産）（乾物）

国内産冬菇椎茸（どんこ）（乾物）

白まいたけ極（ユキグニファクトリー）

７．０７

７．１２セシウム－１３７

２．５３

残留放射能検査結果　180

東日本大震災復興支援募金
支援を継続するために、ご協力をお願いします。

一口

200円006
申込番号 一口

500円007
申込番号

会
場
：
福
岡
国
際
会
議
場

参
加
者
：
2
7
1
人（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）

組
合
員
か
ら
の
報
告

被
災
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
報
告

組
合
員
が
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た

被
災
地
支
援
を
通
し
て
出
会
っ
た
岩
手
県
と
福
島
県
の
お
二
人
か
ら
、

震
災
直
後
の
様
子
と
、
支
援
へ
の
感
謝
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
10
月
と
11
月

に
福
島
・
宮
城
・
岩
手
の
被

災
地
を
訪
問
し
た
組
合
員
が

被
災
地
の
現
在
の
様
子
を
報

告
し
ま
し
た
。

　
年
間
に
築
い
て
き
た

被
災
さ
れ
た
方
々
と
の

絆
を
実
感
し
ま
し
た

　

震
災
に
よ
っ
て
す
っ
か
り

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
町
に
残

り
、
新
た
な
地
域
づ
く
り
に

奮
闘
す
る
方
た
ち
、
故
郷
に

帰
り
た
く
て
も
未
だ
に
帰
れ

な
い
方
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

15
年
が
あ
っ
た
こ
と
を
実
感

す
る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
被
災
地
域
で
直
接

顔
を
合
わ
せ
て
話
を
聴
き
、

震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な

い
こ
と
や
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
支
援
の
形
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
リ

ー
ン
コ
ー
プ
が
こ
の
15
年
、

守
り
た
い 

だ
か
ら 

伝
え
る

　

東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

を
思
い
出
す
と
今
も
辛
い
で

す
が
、
伝
え
る
こ
と
で
助
か

る
命
が
あ
る
と
い
う
思
い
で

お
話
し
し
ま
す
。

　

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
は
、
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
で

す
。

　

震
災
当
日
は
、
利
用
者
と

一
緒
に
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
内

で
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
、

届
い
た
支
援
物
資
は
一
人
１

個
の
冷
た
い
お
に
ぎ
り
の
み

で
し
た
が
、
誰
一
人
不
満
を

言
わ
ず
、
感
謝
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
隣
の

老
人
ホ
ー
ム
に
様
々
な
物
資

が
届
い
て
い
る
と
聞
い
て
、

尋
ね
る
と
、
市
役
所
で
の
避

難
所
指
定
手
続
き
が
必
要
だ

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
衛
隊
に
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
が
、
女
性
の
ケ
ア
は
男
性

の
隊
員
に
は
お
願
い
し
づ
ら

く
、
女
性
の
隊
員
が
い
な
い

か
尋
ね
る
と
、
す
ぐ
に
対
応

し
て
く
れ
ま
し
た
。
何
か
あ

れ
ば
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
通
所
を
再
開
し

ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
方

は
、
避
難
所
な
ど
い
つ
も
と

違
う
環
境
で
は
落
ち
着
か
ず
、

感
覚
が
鋭
い
自
閉
傾
向
の
人

た
ち
は
過
呼
吸
で
倒
れ
た
り
、

パ
ニ
ッ
ク
で
自
分
を
傷
つ
け

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
昼
間
だ
け
で
も
彼

ら
が
通
え
る
場
所
が
ほ
し
い

と
い
う
家
族
か
ら
の
声
が
多

く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

避
難
所
に
居
ら
れ
な
か
っ

た
障
が
い
の
あ
る
方
は
少
な

く
な
く
、
私
た
ち
は
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援

助
）
が
ほ
し
い
と
考
え
ま
し

た
。
震
災
前
か
ら
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
た
事

業
所
は
す
ぐ
に
行
政
が
対
応

し
て
仮
設
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
が
建
て
ら
れ
た
の
で
す
が
、

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
は
違
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
利
用
者

の
状
況
を
行
政
に
訴
え
た
こ

と
で
、
11
月
に
仮
設
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
て
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
東
日

本
大
震
災
復
興
応
援
企
画
で
、

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
が
作
る

「
北
限
の
ゆ
ず
塩
」
を
組
合

員
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
続
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
は
、

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
み
ん
な
の

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
か
ら
　
年
を
迎
え
て

　

福
島
第
一
原
発
か
ら
10
㎞

離
れ
た
浪
江
町
に
私
の
自
宅

は
あ
り
ま
す
。
現
在
も
帰
還

困
難
区
域
に
指
定
さ
れ
、
宅

地
は
未
だ
除
染
も
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。

　

震
災
当
日
、
私
は
福
島
第

一
原
発
４
号
機
の
タ
ー
ビ
ン

建
屋
地
下
１
階
で
放
射
線
管

理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
と

て
つ
も
な
い
揺
れ
が
襲
い
、

直
ち
に
全
員
が
避
難
を
始
め

ま
し
た
が
、
非
常
階
段
の
扉

が
開
き
ま
せ
ん
。
別
の
場
所

に
向
か
お
う
と
し
た
時
、

「
扉
が
開
い
た
」
と
叫
び
声

が
上
が
り
、
地
上
に
出
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
建
物
出
口
ま
で
作

業
員
で
渋
滞
し
、
先
に
進
み

ま
せ
ん
。
前
方
を
見
る
と
、

作
業
員
一
人
ひ
と
り
の
放
射

能
濃
度
を
検
査
員
が
計
測
し

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
津
波

の
こ
と
が
頭
に
よ
ぎ
り
「
そ

れ
で
は
間
に
合
わ
な
い
、
早

く
出
せ
」
と
叫
び
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
検
査
が
中
断
さ

れ
、
全
員
が
建
物
か
ら
出
ま

し
た
。
日
頃
の
避
難
訓
練
は

全
く
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

翌
日
の
早
朝
、
防
災
無
線

で
、「
原
発
が
危
険
な
状
態
で

す
。
津
島
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」
と
流
れ
ま
し
た
。
原

発
は
安
全
だ
と
信
じ
て
い
た

の
で
、
す
ぐ
に
帰
れ
る
と
思

い
な
が
ら
家
を
出
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
避
難
場
所
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
突
然
爆
発
音
が

し
て
車
の
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
福
島
第
一
原
発
の
爆
発

と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
光
景

が
映
っ
て
い
ま
し
た
。

　

爆
発
の
３
日
後
、
避
難
場

所
に
指
定
さ
れ
た
津
島
地
区

は
放
射
能
濃
度
が
高
く
危
険

と
い
う
こ
と
で
、
二
次
避
難

の
指
示
が
出
ま
し
た
。
浪
江

町
民
は
、
ど
こ
が
危
険
か
分

か
ら
な
い
ま
ま
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
行
く
先
々
で
防

護
服
姿
の
検
査
員
か
ら
放
射

能
濃
度
を
計
測
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
事
故
が
起
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

の
情
報
は
公
表
さ
れ
ず
、
結

果
的
に
放
射
能
濃
度
の
最
も

高
い
地
域
に
避
難
さ
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
災
害

が
襲
っ
て
来
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
東
日
本
大
震
災
や
福

島
の
原
発
事
故
を
教
訓
に
、

万
が
一
に
備
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ

　

私
た
ち
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
協
ふ
く
し
ま
は
、
グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
の
被
災
地
支
援
の

中
で
出
会
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
３
歳
だ
っ
た
息
子

は
、
今
年
高
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も

が
ほ
ぼ
大
人
に
な
る
ま
で

の
年
月
が
、
15
年
と
い
う

時
間
で
す
。

　

町
全
体
が
一
日
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大

変
な
被
害
を
受
け
た
方
々
、

放
射
能
の
影
響
で
今
な
お

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
々
が
い
ま
す
。
福
島
、

宮
城
、
岩
手
に
は
、
東
日

本
大
震
災
を
過
去
の
出
来

事
に
は
で
き
な
い
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
方
に
３
月

12
日
が
来
る
こ
と
を
祈
っ

て
、
こ
れ
か
ら
も
被
災
地

域
の
方
々
に
寄
り
添
い
歩

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

被
災
さ
れ
た
方
々
と
深
い
信

頼
関
係
を
築
い
て
き
た
こ
と

も
実
感
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
て
、
支
援
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
10
月
10
日
〜
12
日
、

福
島
県
の
南
相
馬
市
、
浪
江
町
、

双
葉
町
、
川
内
村
、
葛
尾
村
、
福

島
市
、
二
本
松
市
と
宮
城
県
の
山

元
町
、亘
理
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
11
月
21
日
〜
23
日
、

宮
城
県
の
石
巻
市
、
女
川
町
と
岩

手
県
の
陸
前
高
田
市
、
山
田
町
、

大
船
渡
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

宮城県の（一社）コミュニティスペース
うみねこで、代表の八木さんから地域
に根ざした支援について伺いました。

福島県のＮＰＯ 花見山を守る会のサロン
を訪れました。このサロンは復興支援の
拠点となり、地域の方たちの交流の場と
なっています。

岩手県　陸前高田市
社会福祉法人 燦々会
あすなろホーム
西條 一恵さん

福島県二本松市
県営石倉団地
自治会長
田村 智則さん

グリーンコープ
共同体
代表理事
日高 容子さん

15

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
協
ふ
く
し
ま

理
事
長
　
押
山 

靖
子
さ
ん

継
続
的
な
支
援
の
た
め
に
、

復
興
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
み
な
さ

ま
か
ら
復
興
支
援
募
金
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
震

災
直
後
か
ら
状
況
に
応
じ

た
支
援
活
動
を
続
け
、
宮

城
、
岩
手
、
福
島
な
ど
で

つ
な
が
り
が
う
ま
れ
た
団

体
の
活
動
の
た
め
に
活
用

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

震
災
か
ら
15
年
の
月
日

が
経
過
し
ま
し
た
。
一

見
、
復
興
が
進
ん
で
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
原

発
事
故
と
い
う
問
題
に
直

面
し
、
放
射
能
汚
染
、
生

活
状
況
の
変
化
に
伴
う
悩

み
な
ど
、
解
決
す
る
に
は

難
し
い
深
刻
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
方
々
が
今
も
な

お
い
ま
す
。

　

歩
み
を
進
め
る
た
め

に
、
地
域
の
高
齢
者
の
見

守
り
、
み
ん
な
で
集
え
る

居
場
所
は
必
要
で
す
。
ま

た
、
震
災
孤
児
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ

も
心
を
寄
せ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
生
命（
い

の
ち
）
に
寄
り
添
い
、
グ

リ
ー
ン
コ
ー
プ
ら
し
い
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
、
心
の
通
っ

た
支
援
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

被災地の今
斉藤農園（亘理町）
斉藤 竹夫さん

発災後に、近隣の地域に緊急物資を届ける拠
点となった。2014年から３棟のハウスでイチ
ゴ栽培を再開。

2022年に共生地域創造財団より独立。生活
再建伴走支援を行う。人と人をつなぐ役割を
担って活動している。

　震災で14棟のハウスが全壊した時は、
もうイチゴの栽培はやめようと思いました
が、グリーンコープと出会い、 「復興のため
に頑張ろう」という気持ちがわいてきまし
た。野菜の栽培が十分な収入につながらず、 
「やはり、イチゴを作らないといけない」と
考え、グリーンコープからの支援で、よう
やく栽培を再開することができました。再
開した時は、グリーンコープには、収穫し
たイチゴを買っていただき感謝しています。

　高齢でいつまで
やれるか分かりま
せんが、グリーンコ
ープと出会えた私
たちは幸せです。

　全国から届けられたひまわりの種は、私
たちの就労継続支援Ｂ型事業所で商品化
して、皆さんに利用してもらっています。
手紙もたくさん届いていて、大切に育てて
いただいていることを知る機会になってい
ます。　
　私たちは、震災を通して助け合うことを
学びました。ひまわりの輪を通して、共に
生きる社会をめざしていけたらと思います。
福島と全国をつなぐ希望の象徴である活動

を、今後もよろ
しくお願いしま
す。

　２０１６年、避難解除された葛尾村でＮ
ＰＯ法人葛力創造舎を立ち上げ、米作りな
どのイベントを通した交流会を開催しまし
た。その後、民泊交流施設を作り、移住
者と地域の人とがつながる場もできました。
　地域特産の商品づくりにも力を入れて取
り組んでいます。今年は、村に観光推進
協議会ができ、行政ともつながりができま
した。ゆっくりでも前に進めるよう頑張っ

ていきたいと
思います。

　社会的に孤立したり、経済的に困窮して
いる方をサポートしています。特にシング
ルマザーを対象にしたパソコン教室を開い
て、就労支援につなげています。
　また、移動手段がなく困っている高齢の
方の送迎をシングルマザーの仕事にするな
ど、両者の課題を結びつけて解決する新
しい事業を考えています。過疎地域にお

ける新たなビジ
ネスモデルにな
るのではないか
と思っています。

一般社団法人

ＷＡＴＡＬＩＳ（亘理町）
代表理事　引地 恵さん

宮城

ＮＰＯ法人

シャローム（福島市）
代表理事　大竹 静子さん

福島
一般社団法人

葛力創造舎（葛尾村）
代表理事　下枝 浩徳さん

福島
一般社団法人

ＢｌｅｓｓＵ（山田町）
代表理事　中居 知子さん

岩手

一般社団法人

コミュニティスペースうみねこ（女川町）
代表　八木 純子さん

宮城宮城

女性の手仕事プロジェクトを立ち上げ、収入に
つなげ、生きがいや居場所づくりをしてきた。被
災当初、着物地の小物「ＦＵＧＵＲＯ」などの
商品企画でグリーンコープとの関係がスタート。

　被災直後は、誰もが疲れ果てて、何か
ら手を付けてよいのか分からず、途方に暮
れていました。
　初めは、全国から支援する人がたくさん
集まりましたが、同時に不安な気持ちがあ
りました。いつか『もう支援はいいよね』
と言われるのではないかと不安でたまりま
せんでした。
　でも、今、私たちは、福祉との連携、農業、

養 蜂 等、新た
な活動の歩みも
進めています。

助け合いの文化「結」を基に、持続可能な仕
組みづくりに取り組む。グリーンコープは、地
域の人が集えるコミュニティづくりを応援し、
「甘酒葛尾村ノマッシェ」などを企画。

全国各地でひまわりを育ててもらい、集まった
種でひまわり油を作って販売する「ひまわり
プロジェクト」に取り組んでいる。

被災地域のコミュニティづくりを通して生きが
いと収入を生み出す活動を行っている。「布草
履」などの商品をグリーンコープで企画。

　うみねこの活動は、避難所での子守か
らスタートしました。多くの人との出会いを
通して、少しずつ前に進むことができたと
思います。手作りの商品を、グリーンコー
プの組合員さんにたくさん買っていただい
たことがとてもうれしくて、そのことが、私
たちの背中を力強く押してくれました。今
は、果物や野菜の栽培など、できることも
増えて活動が広がっています。人と人が支

え合える活動を、
これからも続け
ていきたいと思
います。

東日本大震災十五年後集会
忘れない　これからも　被災地とともに

集会では、被災地支援で関わった１４の団体・個人などから届いたビデオレターが上映されました。一部を紹介します。
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※しきいち

※

※

※
障
が
い
や
難
病
な
ど
の
理
由
で

一
般
就
労
が
難
し
い
人
を
対
象

に
、
働
く
場
所
や
作
業
訓
練
の
機

会
を
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
。

※
緊
急
時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
。

かつらお

※

※グリーンコープと他団
体が２０１１年に設立し
た支援団体。

※

 （2026 年 5月 1日）  第 511 号  （4）共 生 の 時 代（5）  第 511 号  （2026 年 5 月 1 日） 共 生 の 時 代



牛乳・乳製品摂取量が多い人は
中性脂肪値が低い、善玉コレステロール値が高い

牛乳・乳製品摂取量が多い人は
腹囲・血圧の値が低い

牛乳を飲まない理由

カルシウム摂取量の年次推移（国民１人１日当たり） 骨密度（骨塩量）の加齢変化

カルシウム自己チェック表

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
は
、
新
し
い
び
ん
牛
乳
の
利
用

を
増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の

牛
乳
の
あ
ゆ
み
や
、
牛
乳
を
使
っ
た
和
食
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
女
子
栄
養
大
学
教
授
の
上
西
一
弘
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
て
、
牛
乳
の
栄
養
に
関
す
る
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
組
合
員
は
、
牛
乳
が

健
康
な
身
体
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム
を

手
軽
に
摂
れ
る
優
れ
た
食
品
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は

骨
が
豊
か
で
な
く
な
る
状
態

　
「
體
」
と
い
う
字
は
、「
か

ら
だ
」
と
読
み
ま
す
。
私
た

ち
の
体
は
、
骨
が
豊
か
で
な

い
と
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

骨
が
豊
か
で
な
く
な
る
状
態

が
、
骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、

骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
り
、
転

倒
に
よ
る
大
腿
骨
骨
折
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。
背
骨

が
体
重
を
支
え
き
れ
な
く
な

っ
て
、
潰
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
背
骨
が
潰
れ
る
と
、

背
中
や
腰
が
曲
が
り
、
身
長

が
縮
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ

優
れ
た
食
品
で
あ
る
牛
乳
で

手
軽
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

摂
ろ
う

　

骨
ご
と
食
べ
ら
れ
る
小
魚

や
緑
黄
色
野
菜
、
大
豆
製
品

な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
か
ら

少
し
ず
つ
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂

る
の
が
よ
い
の
で
す
が
、
中

調査を開始した1945年以降、脱脂粉乳が給食に導入されたり牛乳や乳
製品をとれるようになり、カルシウムの摂取量は急激に上がりました。し
かし、1970年頃からはほとんど増えておらず、カルシウム不足の状態が
続いています。

特に女性は、閉経期から骨密度が一気に下がってしまいます。骨密度が若
年成人の平均値の80％未満になると要注意。70％以下まで減ると、骨粗
しょう症と診断されます。

牛乳・乳製品を摂取していない人に比べて、摂取している人は中性脂肪の
値も低く、動脈硬化を予防する善玉（HDL）コレステロール値が高い。

16～19歳の女性1,200人を対象とした
インターネット調査の結果（Jミルク調査）

冷蔵庫にびん牛乳を常備しましょう！

牛乳・乳製品を摂取していない人に比べて、摂取している人はウエス
トが平均２㎝細く、血圧も低い。

�����

牛乳の栄養アレコレ

Ｑ：１日のどのタイミングで飲んだら
　効果的？
Ａ：朝でも、夜でも、ライフスタイルに合わせて、い
つでもＯＫです。数回に分けて飲んでも構いま
せん。

自己チェック表で、
いかにカルシウ
ムが不足してい

るかが分かりました。まずは
牛乳を常備し、飲む機会を
増やしたいです。

成長期を迎える子どものた
めに、そして閉経期を迎

える自分のためにも、カルシウムの摂取
を心がけたいと思いました。

カルシウムは加
熱しても壊れな
いことが分かりま

した。牛乳を料理に使って
カルシウムの摂取量を増
やしたいと思います。

Ｑ：成長期に牛乳を飲むと
　身長が伸びるって本当？
Ａ：毎日決まった時間に寝ると成長ホルモンが
出てきます。しかし、そのときにカルシウムがな
いと骨がグンと伸びません。睡眠を規則正しく
とり、かつ、日頃から牛乳などでカルシウムを
しっかり摂りましょう。

Ｑ：牛乳は加熱しても、摂取できるカルシウムの
　量や効果は変わらない？
Ａ：カルシウムの量や効果は、熱で変わることはありませ
ん。冷たい牛乳を飲むとお腹がゴロゴロする人は温めた
ほうがいいですし、料理やお菓子作りに使ったり、いろい
ろな摂り方ができます。

Ｑ：牛乳の殺菌温度によって
　栄養的な違いはある？
Ａ：殺菌温度による一番の違いは美味しさです。低温殺菌
や、72℃15秒パスチャライズ殺菌のほうが本来の美味
しさを感じられると思います。超高温殺菌すると、タンパ
ク質の一部が壊れる可能性はありますが、そのほかの
栄養的な違いはほとんどありません。

※「共生の時代」2026年３月号４・５面で、　
　牛乳を食事に取り入れる「乳和食」を
　紹介しています。

参加者の感想（一部抜粋）

お得に注文して毎日飲もう
注文忘れがなくお得な
定期予約がおすすめ。
２本以上注文（組み合わせ
自由）するとさらにお得です。 詳しくは

コチラから

掲載分にはグリーン券５００円分プレゼント！
（グリーンコープ商品の購入に利用可）

投稿募集中

①BabyGreen（離乳食）を利用した感想、エピソードなど

②私の好きなグリーンコープ商品
(商品名を一つ明記してください)

③うちの家族

お題

応募方法

※個人情報は、本紙に掲載の場合のみ使用します。原稿や写
真はお返しできません。「共生の時代」はグリーンコープの
ホームページでも公開します。ご了承ください。
 
〒812-8561 福岡市博多区博多駅前1丁目5-1 郵送

FAX
メール

博多大博通ビルディング4F 
グリーンコープ「共生の時代」編集部

092-481-7876
rikoho@greencoop.or.jp

　　　　　220字以内（①で写真有の場合は150文字）
　　　　　①の写真はjpeg、1.5MB以内。プリントも可。
住所・氏名・年齢・TEL・所属生協名を明記ください。

牛乳を飲んで 骨を丈夫にしよう！
今日からできる　骨粗しょう症を予防する習慣

びん牛乳学習会
開催：2026年２月19日

参加：175人
（会場・オンライン合計）

牛
乳
で
健
康
な
人
生
を
目
指
そ
う

上西 一弘さん

女子栄養大学教授
専門：栄養学
ゼミでは、選手のパフォ
ーマンスを上げる身体づ
くりのためのスポーツ栄
養学を研究・指導してい
る。
※2026年度より、日本栄養大学

れ
は
老
化
現
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予

防
す
れ
ば
、
身
長
が
縮
ま
な

い
ま
ま
１
０
０
歳
を
迎
え
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

骨
に
は
、
体
を
支
え
る
と

い
う
役
割
の
他
に
も
、
筋
肉

と
と
も
に
体
を
動
か
す
、
臓

器
を
保
護
す
る
、
血
液
を
つ

く
る
、
そ
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム

を
貯
蔵
す
る
と
い
う
、
命
を

守
る
た
め
の
大
切
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。

体
と
命
を
支
え
る

カ
ル
シ
ウ
ム

　

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
骨
や
歯

の
材
料
に
な
る
ほ
か
、
体
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。

た
と
え
ば
、
筋
肉
を
動
か
す

と
い
う
役
割
も
そ
の
一
つ
で
、

心
臓
を
動
か
し
て
い
る
の
も

カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。
脳
の
指

令
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
た
り
、

出
血
し
た
時
に
血
液
を
固
め

た
り
と
、
体
の
中
の
様
々
な

生
理
作
用
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
な
い
と

私
た
ち
は
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ル

シ
ウ
ム
は
放
っ
て
お
く
と
体

の
中
か
ら
ど
ん
ど
ん
出
て
い

き
ま
す
。
一
日
に
１
５
０
㎎

ほ
ど
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
尿
と

一
緒
に
排
泄
さ
れ
る
の
で
、

そ
の
分
を
補
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
摂
取

量
が
少
な
け
れ
ば
、
カ
ル
シ

ウ
ム
の
貯
蔵
庫
で
あ
る
骨
か

ら
補
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
貯
蔵
庫
の
カ
ル
シ
ウ
ム

が
減
っ
て
い
る
状
態
が
、
骨

粗
し
ょ
う
症
で
す
。
若
い
時

に
で
き
る
だ
け
カ
ル
シ
ウ
ム

を
貯
め
て
、
老
後
に
使
い
過

ぎ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
最

後
ま
で
骨
を
健
康
に
維
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は

子
ど
も
に
も
大
人
に
も
必
要

　

骨
の
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が

増
え
る
の
は
、
男
性
は
中
学

生
の
時
期
、
女
性
は
小
学
校

の
高
学
年
か
ら
中
学
生
の
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
し
っ

か
り
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
っ
て

骨
を
強
く
し
、
最
大
骨
量
を

で
き
る
だ
け
上
げ
て
お
く
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

成
長
期
の
後
、
20
歳
か
ら

50
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
骨
密
度

を
維
持
で
き
る
人
が
多
い
の

で
す
が
、
特
に
女
性
は
閉
経

期
か
ら
下
が
っ
て
し
ま
い
、

65
歳
ぐ
ら
い
で
骨
粗
し
ょ
う

症
に
な
る
人
が
多
く
な
り
ま

す
。
人
生
１
０
０
年
と
言
わ

れ
る
今
な
ら
ば
、
そ
の
後
、

35
年
間
も
骨
粗
し
ょ
う
症
の

状
態
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
（
図
2
）。
閉
経
期
以
降

は
カ
ル
シ
ウ
ム
を
し
っ
か
り

摂
っ
て
、
骨
密
度
の
減
少
を

抑
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
り

ま
す
。

　

貯
め
て
き
た
カ
ル
シ
ウ
ム

の
量
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
毎
日
カ
ル

シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
に

よ
る
と
、
日
本
人
の
成
人
女

性
は
、
一
日
に
６
５
０
㎎
の

カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
る
べ
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

現
在
、
平
均
で
５
０
０
㎎
し

か
摂
れ
て
い
ま
せ
ん
（
国
民

健
康
・
栄
養
調
査
結
果
よ
り
）。

こ
の
数
値
は
、
１
９
７
０
年

頃
か
ら
50
年
間
ほ
ぼ
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
（
図
3
）。

體
何と読むでしょう。

カルシウムの働き

チェック表の使い方

○骨や歯を強くする　○筋肉を動かす
○脳の指令をスムーズに伝える
○唾液や胃液などの分泌を促す
○ホルモンの分泌を促す
○出血時の血液を固める

○1～10の各項目について当て
はまる点数を右端の欄に記入
します。
○合計点数の40倍の数値があな
たの現在のカルシウム摂取量。
○16点なら、640㎎のカルシウム
が摂れていることになります。
○16点以上取れていれば合格。
○16点に届かなかった方は、一つ
右のマスをめざして、できるこ
とを今日から始めてみてくださ
い。少しずつ点数を上げていき
ましょう。

ど
の
く
ら
い
カ
ル
シ
ウ
ム
が

摂
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
！

で
も
牛
乳
や
乳
製
品
は
、
手

軽
で
効
率
良
く
カ
ル
シ
ウ
ム

が
摂
取
で
き
る
の
で
お
す
す

め
で
す
。

　

牛
乳
は
、
一
杯
（
２
０
０

㎎
）
飲
む
と
成
人
女
性
が
一

日
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の

34
．９
％
が
摂
れ
ま
す
。
つ

ま
り
、
３
杯
飲
め
ば
、
一
日

分
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
摂
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
₂
、Ｂ
12

、パ
ン
ト
テ
ン
酸
、

リ
ン
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
大

事
な
栄
養
素
も
摂
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
牛
乳
に
含
ま
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
は
量
が
多
い
だ

け
で
な
く
、
吸
収
率
が
非
常

に
高
く
、
約
40
％
が
体
内
に

吸
収
さ
れ
ま
す
。

　

牛
乳
・
乳
製
品
の
摂
取
量

が
多
い
人
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
中
性
脂

肪
な
ど
が
少
な
い
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
（
図
5
・

6
）。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

や
太
る
こ
と
を
心
配
し
て
、

牛
乳
を
控
え
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

家
族
み
ん
な
で
牛
乳
を
飲
む

習
慣
を
つ
く
ろ
う

　

16
歳
か
ら
19
歳
の
女
性
を

対
象
に
、
牛
乳
を
飲
ま
な
い

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
味

や
に
お
い
が
嫌
い
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
理
由
が
あ
が
り
ま
し

た
（
図
7
）。
そ
の
中
で
も
、

飲
む
習
慣
が
な
い
、
給
食
が

終
わ
る
と
飲
む
機
会
が
な
く

な
っ
た
、
家
に
牛
乳
が
な
い

な
ど
の
回
答
が
と
て
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
回
答
を
し
た
人
た
ち

の
半
数
以
上
が
、「
も
し
家
に

牛
乳
が
あ
れ
ば
飲
む
と
思

う
」
と
も
答
え
て
い
ま
す
。

　

家
族
が
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂

取
す
る
た
め
に
家
庭
で
で
き

る
こ
と
と
し
て
、
日
常
的
に

冷
蔵
庫
に
牛
乳
や
乳
製
品
を

入
れ
て
お
く
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
に
牛

乳
を
入
れ
る
だ
け
で
、
カ
ル

シ
ウ
ム
の
摂
取
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
飲
む
習
慣

を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い

く
か
は
、
と
て
も
大
事
な
課

題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
と
健

康
の
た
め
に
、
あ
と
１
杯
多

く
牛
乳
を
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
こ
と
を
、
ま
わ
り
の
方

に
も
ぜ
ひ
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（図６）

（図7）

（図５）

（図４）

紙
面
に
使
用
し
て
い
る
図
は
す
べ
て
当
日
学
習
資
料
を
も
と
に
一
部
加
工

教えて！上西先生　

上西一弘,ほか.日本栄養・食糧学会誌63:151-9,2010より作成上西一弘,ほか.日本栄養・食糧学会誌63:151-9,2010より作成
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牛乳をどのくらい飲みますか？ ほとんど
飲まない

月
1-2回

週
1-2回

週
3-4回

ほどんど
毎日

ほどんど
毎日

ほとんど
毎日2個

2種類
以上毎日

2種類
以上毎日

2種類
以上毎日

2種類
以上毎日

2種類
以上毎日

きちんと
3食

ほとんど
毎日

ほとんど
毎日

ほとんど
毎日

ほとんど
毎日

ほとんど
毎日

ほとんど
毎日

週
3-4回

ほとんど
毎日

欠食が
多い

週
3-4回

週
3-4回

週
3-4回

週
3-4回

週
3-4回

週
3-4回

週
1-2回

週
3-4回

週
1-2回

週
1-2回

週
1-2回

週
1-2回

週
1-2回

週
1-2回

月
1-2回

週
1-2回

1日
1-2食

0点 0.5点 １点 ２点 ４点 点数

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ほとんど
食べない

ヨーグルトをよく食べますか？

チーズ等の乳製品やスキムミルクをよく食べますか？

大豆、納豆など豆類をよく食べますか？

豆腐、がんも、厚揚げなど大豆製品をよく食べますか？

ほうれん草、小松菜、チンゲン菜などの青菜をよく食べますか？

海藻類をよく食べますか？

シシャモ、丸干しいわしなど骨ごと食べられる魚を食べますか？

しらす干し、干し海老など小魚類を食べますか？

朝食、昼食、夕食と１日に３食を食べますか？

（図2）

（図1）

（図3）

※

石井、上西他　Osteoporosis Japan 2005; 13: 497-502

 （2026 年 5月 1日）  第 511 号  （6）共 生 の 時 代（7）  第 511 号  （2026 年 5 月 1 日） 共 生 の 時 代



2026年2月の実績
国産のものを食べる

2026年2月の実績

2026年2月分（回収率）

リサイクル回収量

びんの利用数 モウルドパック利用数

+

+

CO₂削減量 698トン

34，896，746円 1,329,585円

牛乳びん 

442,070本
リユースびん

208,238本
モウルドパック

590,437パック

トレー

7,205kg
仕分け袋

5,962kg
カタログ

252,750kg

poco

1pocoは100ｇのCO₂削減に相当

リユース・リサイクルデータ

リユースびん

モウルドパックトレー

カタログ仕分け袋

回収率 65.8％
牛乳びん

回収率 95.0％

回収率 89.7％

回収率 59.1％

回収率 55.6％

回収率 25.4％

CO₂削減量

6,203,725円CO₂削減量

グリーンコープアプリをダウン
ロードして、ホーム画面の
元気くんをタップ！

アプリのダウンロードは
ストアからグリーンコープで検索

動作可能バージョン：
12～17.2

推奨バージョン：14
動作可能バージョン：7～15

私のpocoを確認しよう！＝42,430,056円

削減できたCO₂

約 810トン

CＯ₂削減の取り組み

ＥＶ車
導入

マング
ローブ
植林

ドライ
アイス
削減

CO₂を810トン吸収するためには、

杉の木約57,889本が必要です

詳しくは

pocopoco
6,979,349.2

1pocoにつき5円、リユースびんの利用1本につき5円、モウルドパック利用1パックに5円、リサイクルされるトレーなど1kgに5円
地球温暖化ストップのためにグリーンコープが拠出します

2026年2月のみんなのアクション

72トン

41トン

で手に入れよう

国産のものを食べる、容器などを返
す。こんな簡単な１アクションが、
地球を守る大きなアクションにな
ります。

2027年までにCO₂排出０へ
ゼロ

地球の未来を守るのは

あなたの1アクションから！

　ざるそばやそうめん、冷奴がおいしい季節になりました。おいしくいただく
ために欠かせないのが、わさびやしょうがなどの薬味。生をおろすのが一番
ですが、チューブタイプの薬味があれば、忙しい時でも手軽に食べられますね。
　今回は、生のわさび・しょうがをおろしたものにも引けを取らない、グリー
ンコープこだわりの、チューブタイプのわさびとしょうがをご紹介します。

生本わさび・生おろししょうが　 　  特長共通の

本わさびとは：日本原産のわさび
のことで、香り高いのが特長。一
般のチューブのわさびは辛味の強
い西洋わさび（ホースラディッシ
ュ）入りが多い。

わさびは希少な静岡県産の本わさ
びを100％使用。しょうがも国産
にこだわっています。

着色していないので、
原料本来の自然な色で
す。

鮮度を保ち、原料本来の香りや風
味が生きています。
揮発性の辛味成分がとびにくく、
刺激が長持ちします。

乾燥（粉）原料ではなく、生原料（冷
凍）を使用しているから、原料の風
味が生きています。

※一般のチューブ商品は、大半が常温で流通。

賞味期限が短い
ので、早めにお
召し上がりくだ
さい。

できるだけ空気に
触れる時間を短く
するのが、風味を
長持ちさせるポイ
ント。

国産の本わさび・しょうが
本来の色や香り、風味が

生きています！

キ
リ
ッ
と
し
た
辛
み

まろやかな味わい

さ
わ
や
か
な
香
り

ツンと抜ける辛み

ツンと抜ける辛み

すっきりとした
香り

メ
ー
カ
ー
に
聞
き
ま
し
た

本
来
の
風
味
や
味
を

引
き
立
た
せ
る
こ
と
に

苦
心
し
ま
し
た

㈱
万
城
シ
ー
ズ
ニ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

小
野
山
　
敦
人
さ
ん

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
の
要

望
に
応
え
た
商
品
作
り

の
中
で
一
番
苦
労
し
た
の

は
、食
品
添
加
物
を
最

低
限
に
抑
え
な
が
ら
も

素
材
の
持
つ
風
味
や
味

を
引
き
立
た
せ
る
こ
と

で
し
た
。グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
の
組
合
員
に
試
食
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、何

度
も
試
作
検
討
を
重
ね

た
結
果
、よ
う
や
く
こ

れ
ら
の
商
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

Vol.154

生
本
わ
さ
び（
静
岡
県
産
本
わ
さ
び
使
用
）43ｇ

生
お
ろ
し
し
ょ
う
が（
国
産
し
ょ
う
が
使
用
）40ｇ

主要原料のわさび・しょうがは
１００％国産

無着色 冷蔵流通　

食品添加物は必要最低
限しか使っていないの
で、冷蔵でお届けしま
す。

添加物は最低限

組合員おすすめの使い方

サラダにかけ
る手作りドレ
ッシングに、
わさびやしょ
うがを加えて

しょうがを入れて
はちみつジンジャ
ースカッシュに

ポテトサラダに
　わさびをプラス

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
生
姜
の
風
味
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